『大品般若経』に見られる菩薩の無我　：　特に智慧の問題をめぐって by 真田, 康道
『
大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
-
特
に
智
慧
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
1
真
田
康
道
e
は
じ
め
に
『
大
品
般
若
経
』
や
『
小
品
般
若
経
』
に
説
か
れ
る
中
心
テ
ー
マ
は
、
菩
薩
が
菩
薩
道
を
ど
の
様
に
修
す
れ
ば
、
仏
の
位
に
到
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
、
菩
薩
の
物
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
む
し
ろ
大
方
の
大
乗
経
典
に
共
通
す
る
事
実
で
あ
る
が
、
「
大
品
」
や
「小
品
」
に
お
け
る
菩
薩
道
は
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
修
習
し
、
一
切
法
が
空
性
な
る
こ
と
を
観
じ
て
、
究
極
的
に
は
仏
の
智
慧
を
獲
得
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
経
典
の
独
自
性
が
あ
る
と
云
え
る
。
無
我
の
思
想
は
、
通
仏
教
的
命
題
で
あ
る
が
、
初
期
大
乗
仏
教
の
無
我
を
考
察
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
菩
薩
の
実
践
道
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
『大
品
般
若
経
』
の
菩
薩
道
の
中
に
見
ら
れ
る
無
我
に
つ
い
て
、
一
応
成
立
的
問
題
を
離
れ
て
、
思
想
的
観
点
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。と
こ
ろ
で
、
菩
薩
の
実
践
道
に
は
二
面
性
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
空
と
慈
悲
の
二
面
性
で
あ
る
。
菩
薩
は
こ
の
両
面
を
同
時
に
実
践
し
得
て
、
は
じ
め
て
偉
大
な
る
菩
薩
(菩
薩
大
士
)
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
度
空
品
」
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
、
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
二
法
を
成
就
す
(る
故
に
)
魔
壊
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
何
等
を
か
二
と
す
。
一
切
法
空
を
観
ず
る
と
、
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
鳳
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
二
　
一
切
衆
生
を
捨
て
ざ
る
と
な
り
。
須
菩
提
、
菩
薩
此
の
二
法
を
成
就
し
、
魔
壊
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
悪
魔
の
誘
惑
に
負
け
な
い
菩
薩
の
不
動
の
道
(真
実
法
)
は
、
「
一
切
法
空
を
観
ず
る
」
こ
と
と
、
コ
切
衆
生
を
捨
て
ざ
る
L
慈
悲
の
二
面
を
具
す
る
こ
と
で
あ
る
と
な
す
。
『智
度
論
』
は
、
こ
の
箇
所
を
注
釈
し
て
、
菩
薩
の
空
と
慈
悲
の
二
つ
は
、
あ
た
か
も
、
月
(夜
)
と
太
陽
(昼
)
の
関
係
の
様
な
も
の
で
、
日
月
(
す
な
わ
ち
昼
と
夜
)
が
調
和
し
て
あ
る
か
ら
こ
そ
、
万
物
は
光
沢
を
生
じ
(万
物
潤
生
)、
成
熟
す
る
こ
と
(万
物
成
熟
)
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
一
方
が
欠
け
て
も
、
万
物
に
は
、
生
命
の
生
育
も
実
り
も
な
い
死
の
世
界
(万
物
湿
壊
、
万
物
燃
爛
)
と
な
る
と
云
う
。
こ
の
よ
う
な
例
え
を
引
い
た
あ
と
、
空
智
と
慈
悲
の
関
係
を
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。
菩
薩
も
亦
是
の
如
し
、
二
道
あ
り
、
一
に
は
悲
、
二
に
は
空
な
り
。
悲
心
は
衆
生
を
憐
愍
し
、
誓
願
し
て
度
せ
ん
と
欲
す
。
空
心
来
れ
ば
則
ち
憐
愍
心
を
滅
す
。
若
し
但
憐
愍
心
の
み
有
り
て
智
慧
無
く
ば
、
則
ち
心
没
在
し
て
衆
生
無
く
、
而
し
て
衆
生
は
顛
倒
の
中
に
有
ら
ん
。
若
し
但
空
心
の
み
有
ら
ば
、
憐
愍
し
て
衆
生
を
度
す
る
心
を
捨
て
、
則
ち
断
滅
の
中
に
堕
せ
ん
。
是
の
故
に
、
仏
は
二
事
を
説
い
て
兼
ね
用
い
た
ま
え
り
。
一
切
空
を
観
ず
る
と
雖
も
、
而
も
衆
生
を
捨
て
ず
。
衆
生
を
憐
愍
す
と
雖
も
、
一
切
空
を
捨
て
ず
。
一
切
法
の
空
を
観
ず
る
も
、
空
も
亦
空
に
著
せ
ず
。
一
切
法
の
空
を
観
ず
る
も
、
空
も
亦
空
に
著
せ
ず
。
是
の
故
に
、
衆
生
を
憐
愍
す
る
も
妨
げ
ず
。
憐
愍
の
衆
生
を
観
ず
る
も
而
も
空
を
妨
げ
ず
。
空
を
行
ず
と
雖
も
、
亦
空
想
を
取
ら
ず
、
故
あ
い
ま
　
に
憐
愍
の
心
を
妨
げ
ざ
る
な
り
、
日
月
の
相
須
つ
が
如
し
。
『智
度
論
』
の
場
合
、
菩
薩
に
と
っ
て
必
須
の
要
件
は
、
空
と
慈
悲
の
二
つ
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
で
あ
る
と
為
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
空
は
、
「
空
を
行
ず
と
雖
ど
も
空
想
を
取
ら
ず
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ハ
菩
薩
の
無
執
着
な
態
度
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
智
慧
を
も
意
味
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「若
し
但
憐
愍
心
の
み
有
り
て
智
慧
無
く
ば
、
云
々
」
と
す
る
こ
の
智
慧
は
、
明
ら
か
に
、
空
を
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
菩
薩
の
無
執
着
な
態
度
の
背
景
に
、
一
切
法
は
空
で
あ
る
と
観
ず
る
智
慧
が
予
　
　
　
想
さ
れ
る
。
「
大
品
」
に
お
い
て
は
、
コ
切
法
空
を
観
ず
る
L
と
叙
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
首
肯
し
得
る
。
菩
薩
は
慈
悲
心
の
み
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
衆
生
を
救
済
す
る
手
段
を
持
た
ず
、
空
智
の
み
で
あ
れ
ば
、
自
利
行
に
随
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
で
、
仏
は
二
つ
の
徳
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
切
空
を
観
ず
と
雖
ど
も
、
而
も
衆
生
を
捨
て
ず
。
衆
生
を
憐
愍
す
と
雖
ど
も
一
切
空
を
捨
て
ず
L
と
云
う
二
徳
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
徳
は
、
「
是
の
故
に
憐
愍
を
行
ず
と
雖
ど
も
而
も
空
を
妨
げ
ず
。
空
を
行
ず
と
雖
ど
も
、
亦
空
相
を
取
ら
ず
、
故
に
憐
愍
の
心
を
妨
げ
ざ
る
な
り
、
日
月
の
相
須
が
如
し
」
と
云
わ
れ
る
よ
う
な
一
如
と
な
る
べ
き
徳
で
あ
る
。
菩
薩
も
、
空
と
悲
と
が
一
如
と
な
る
べ
き
仏
の
徳
ー
そ
れ
は
究
極
的
に
智
慧
の
相
に
外
な
ら
な
い
ー
を
修
習
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
解
説
し
て
い
る
。
大
乗
の
無
我
説
は
、
煩
悩
を
滅
し
て
人
無
我
を
得
、
さ
ら
に
人
無
我
よ
り
一
切
法
の
空
性
を
観
じ
て
法
無
我
を
得
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
法
無
我
の
成
就
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
完
全
な
無
我
が
成
就
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
菩
薩
の
実
践
道
に
つ
い
て
も
、
無
我
説
の
立
場
か
ら
眺
め
る
と
、
「人
無
我
↓
法
無
我
」
に
致
る
過
程
が
、
ま
さ
し
く
菩
薩
の
実
践
道
で
あ
る
と
云
え
る
。
し
か
も
、
菩
薩
は
、
た
だ
二
無
我
を
成
就
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
一
方
で
慈
悲
の
念
に
支
え
ら
れ
た
衆
生
救
済
と
い
う
利
他
行
の
精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
先
の
引
用
文
の
例
の
如
く
、
空
と
悲
の
二
面
性
を
兼
ね
そ
な
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
両
者
が
、
一
如
と
な
る
べ
き
智
慧
の
修
得
こ
そ
菩
薩
の
大
目
標
で
あ
り
、
そ
の
智
慧
を
菩
薩
が
修
得
し
た
と
き
、
菩
薩
の
自
由
自
在
な
無
我
の
実
践
が
可
能
と
な
る
と
云
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
『大
品
般
若
経
』
に
お
け
る
菩
薩
の
実
践
道
に
見
ら
れ
る
無
我
に
つ
い
て
、
特
に
智
慧
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
い
。
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
四
口
般
若
バ
ラ
、・・
ツ
と
無
我
先
ず
、
無
我
と
関
係
す
る
菩
薩
の
智
慧
と
し
て
、
菩
薩
の
四
念
処
観
が
あ
る
。
四
念
処
(四
念
住
)
と
は
、
い
わ
ゆ
る
、
身
念
処
(肉
体
の
不
浄
)、
受
念
処
(感
覚
の
苦
)
、
心
念
処
(心
の
無
常
)
、
法
念
処
(法
の
無
我
)
を
観
ず
る
四
種
の
観
法
で
あ
る
。
「広
乗
品
」
に
菩
薩
が
四
念
処
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
執
着
(除
世
間
貧
憂
)
を
修
得
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
、
法
念
処
の
説
明
と
し
て
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。
復
次
に
須
菩
提
、
菩
薩
魔
訶
薩
、
身
の
四
大
を
観
ず
。
是
の
念
を
作
す
。
「身
中
に
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
有
り
。」
譬
え
ば
屠
牛
師
、
若
く
は
屠
牛
師
の
弟
子
の
刀
を
以
て
、
牛
を
殺
し
、
分
つ
て
四
分
と
作
す
。
四
分
を
作
し
已
り
て
若
し
く
は
立
ち
、
若
し
く
は
坐
し
、
此
の
四
分
を
観
ず
る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
是
の
如
く
、
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
種
種
身
の
四
大
、
　
地
大
、
水
大
、
火
大
、
風
大
を
観
ず
。
是
の
如
く
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
内
身
中
に
循
身
観
を
な
す
。
不
可
得
を
以
て
の
故
に
。
『智
度
論
』
巻
第
四
十
八
は
、
こ
の
箇
所
を
釈
し
て
、
「牛
」
は
菩
薩
の
身
体
、
「
屠
殺
者
」
は
菩
薩
に
、
「
刀
」
は
智
慧
、
「
牛
の
　
命
を
奪
う
こ
と
」
は
、
菩
薩
の
身
体
を
(智
慧
に
よ
っ
て
)
分
解
す
る
こ
と
、
「
四
分
」
と
は
四
大
で
あ
る
と
為
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
菩
薩
が
、
四
念
処
を
観
察
す
る
と
き
、
智
慧
に
よ
っ
て
、
自
己
の
身
体
は
、
す
べ
て
四
大
の
仮
和
合
で
あ
っ
て
、
一
個
の
実
体
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
「
我
」
は
存
在
せ
ず
不
可
得
で
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
念
処
観
は
、
す
で
に
原
始
仏
教
乃
至
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
説
か
れ
て
い
る
観
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
念
処
観
の
み
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
無
我
説
は
、
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
析
空
観
に
終
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
大
乗
の
無
我
説
は
な
い
。
「
大
品
」
に
お
い
て
は
、
我
は
存
在
し
な
い
と
す
る
人
無
我
説
の
外
に
、
諸
法
は
世
俗
的
に
「仮
」
と
し
て
無
我
で
あ
り
(世
俗
的
法
無
我
)、
さ
ら
に
勝
義
と
し
て
も
畢
竟
無
我
で
あ
る
こ
と
(勝
義
的
法
無
我
)、
す
な
わ
ち
、
諸
法
が
空
性
で
あ
る
こ
と
を
0
標
榜
し
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
法
無
我
は
、
究
極
的
に
空
性
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
「大
品
」
の
立
場
に
お
い
て
は
、
先
の
四
念
処
観
を
実
践
し
て
得
ら
れ
る
智
慧
に
よ
っ
て
、
あ
た
か
も
、
屠
殺
師
が
鋭
利
な
刀
で
牛
を
部
分
に
切
り
分
け
る
よ
う
に
、
菩
薩
の
身
体
を
四
大
の
構
成
要
素
に
分
解
し
て
、
私
の
身
体
は
不
可
得
で
あ
る
と
瞑
想
し
た
と
し
て
も
、
菩
薩
は
未
だ
究
極
的
無
我
に
は
到
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
が
畢
竟
無
我
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、
身
体
を
構
成
要
素
に
分
解
す
る
智
慧
の
外
に
、
別
の
智
慧
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
経
典
は
、
「
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
是
の
如
く
、
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
種
種
身
の
四
大
(す
な
わ
ち
)
地
大
・
水
大
.
火
大
・
風
大
を
観
ず
」
と
、
菩
薩
が
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
行
ず
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
般
若
バ
ラ
、・
ッ
こ
そ
、
後
述
す
る
如
く
空
性
に
致
ら
し
め
る
智
慧
で
あ
り
、
菩
薩
を
し
て
畢
竟
法
無
我
を
成
就
せ
し
め
る
智
慧
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
は
、
無
我
と
如
何
様
に
係
わ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
般
若
ハ
ラ
ミ
/
(p
rajn
a
p
ara
m
ita
)
は
、
「
大
品
」
を
代
表
す
る
智
慧
で
あ
る
が
、
菩
薩
と
こ
の
智
慧
と
の
関
係
は
、
経
典
中
に
は
常
に
次
の
様
な
表
現
形
式
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
「
菩
薩
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
を
行
ず
。」「
菩
薩
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
修
す
る
。」
「
菩
薩
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
を
学
す
。
」
「菩
薩
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
習
す
る
。
」「
菩
薩
は
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
中
に
住
す
る
。
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
は
、
菩
薩
の
実
践
的
智
慧
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第
二
に
「仏
母
品
」
に
「
是
の
深
般
若
⑥
波
羅
蜜
は
、
能
く
諸
仏
を
生
じ
、
能
く
諸
仏
に
一
切
智
を
与
え
、
能
く
世
間
の
相
を
示
す
」
と
あ
り
、
「
問
相
品
」
に
「
般
若
波
羅
蜜
0
は
諸
仏
の
母
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
こ
の
智
慧
は
、
諸
仏
に
コ
切
智
」
と
「能
く
世
間
の
相
を
示
す
智
慧
(方
便
の
智
慧
)」
を
与
え
、
諸
菩
薩
か
ら
仏
を
生
ぜ
し
め
る
智
慧
で
あ
る
。
第
三
の
特
徴
と
し
て
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
本
質
は
「
法
称
品
」
に
、
③
般
若
波
羅
蜜
は
二
法
の
相
を
行
ぜ
ざ
る
故
に
、
不
二
の
法
相
、
是
れ
般
若
波
羅
蜜
な
り
。
と
あ
る
通
り
、
不
二
相
を
そ
の
本
質
と
す
る
。
こ
の
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
「
不
二
相
」
と
い
う
表
現
は
、
他
に
様
ざ
ま
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
不
可
得
」
「
不
作
分
別
」
「
不
念
」
「
不
受
」
「
不
見
」
「
不
著
」
「無
所
得
」
「
無
相
」
「無
辺
」
「
無
量
」
「
無
自
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
五
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
性
」
「
不
可
思
義
性
」
「
能
与
光
明
」
「能
照
一
切
法
」
「
除
闇
冥
」
「遠
離
此
彼
岸
」
等
実
に
様
ざ
ま
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
通
り
般
若
バ
ラ
、・
ッ
の
本
質
は
、
生
と
滅
、
有
と
無
、
一
と
多
等
の
分
別
を
超
え
る
不
二
の
智
慧
と
云
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
三
仮
品
」
に
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
の
不
二
智
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
何
を
以
て
の
故
に
菩
薩
摩
訶
薩
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
。
般
若
波
羅
蜜
の
字
、
菩
薩
、
菩
薩
の
字
、
有
為
性
の
中
に
亦
見
ず
、
無
為
性
の
中
に
も
亦
見
ず
。
菩
薩
摩
訶
薩
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
に
、
是
の
法
皆
分
別
を
作
さ
ず
。
是
の
菩
薩
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
、
不
壊
法
の
中
に
住
し
、
四
念
処
を
修
す
る
時
、
般
若
波
羅
蜜
を
見
ず
、
般
若
波
羅
蜜
の
字
を
見
ず
。
菩
薩
を
見
ず
。
菩
薩
の
字
を
見
ず
、
乃
至
十
八
不
共
法
を
修
す
る
時
、
般
若
波
羅
蜜
を
見
ず
、
般
若
波
羅
蜜
の
字
を
見
ず
、
菩
薩
を
見
ず
、
菩
薩
の
字
を
見
ず
、
⑨
菩
薩
摩
訶
薩
是
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
但
だ
諸
法
実
相
を
知
る
。
諸
法
実
相
と
は
無
垢
無
浄
な
り
。
不
二
智
と
は
、
「
分
別
を
作
さ
ざ
る
こ
と
」
で
あ
り
「
般
若
波
羅
蜜
を
見
ず
、
般
若
波
羅
蜜
の
字
を
見
ず
、
菩
薩
を
見
ず
、
菩
薩
の
字
を
見
ず
」
と
い
う
一
切
を
否
定
す
る
行
為
で
あ
る
。
唯
一
肯
定
さ
れ
得
る
も
の
は
、
菩
薩
が
不
壊
法
の
中
に
住
し
、
四
念
処
を
修
す
る
時
「諸
法
実
相
を
知
る
」
と
い
う
形
式
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
不
二
智
が
対
象
と
す
る
の
は
唯
、
諸
法
実
相
の
み
で
あ
る
。
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
は
、
こ
の
様
な
特
徴
を
有
す
る
が
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
と
無
我
に
つ
い
て
「
習
応
品
」
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
、
舎
利
弗
、
我
の
但
だ
字
有
る
が
如
く
、
一
切
我
常
に
不
可
得
な
り
、
衆
生
の
如
く
寿
者
・
命
者
・
生
者
・
養
育
・
衆
数
・
人
者
・
作
者
・
使
作
者
・
起
者
・
受
者
・
使
受
者
・
知
者
・
見
者
、
是
の
一
切
不
可
得
な
り
、
不
可
得
空
の
故
に
但
だ
名
字
を
以
て
説
く
の
み
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
是
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
、
我
を
見
ず
、
衆
生
を
見
ず
、
乃
至
知
者
・
見
者
を
見
ず
、
所
説
の
名
字
も
亦
見
る
べ
か
ら
ず
、
菩
薩
摩
訶
薩
是
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
こ
と
を
作
せ
ば
、
仏
の
智
慧
を
除
き
一
切
声
聞
辟
支
仏
い
か
の
上
に
過
ぎ
た
り
、
不
可
得
空
を
用
っ
て
の
故
に
。
所
以
は
何
ん
。
是
れ
菩
薩
摩
訶
薩
諸
の
名
字
の
所
著
す
る
処
亦
不
可
得
の
故
に
。
舎
利
弗
、
菩
薩
摩
訶
薩
能
く
是
の
如
く
行
ず
る
を
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
と
為
す
。
譬
え
ば
、
閻
浮
提
に
満
つ
る
竹
葦
甘
蔗
麻
叢
林
の
如
く
に
し
て
、
智
慧
、
舎
利
弗
目
連
等
の
如
く
な
ら
ん
に
、
菩
薩
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
の
智
慧
に
比
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
　
百
分
の
一
に
乃
ぽ
ず
、
千
分
百
千
億
分
乃
至
算
数
譬
喩
の
及
ぶ
能
わ
ざ
る
な
り
。
引
用
文
の
始
め
の
部
分
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、
「
我
の
但
だ
字
有
る
が
如
く
、
一
切
我
常
に
不
可
得
な
り
」
以
下
、
寿
者
.
命
者
.
生
者
乃
至
知
者
・
見
者
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
一
切
不
可
得
な
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
可
能
な
主
体
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
主
体
の
中
、
寿
者
・
命
者
・
生
者
・
養
育
・
衆
数
・
人
者
な
ど
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
や
外
教
哲
学
に
お
け
る
学
説
を
指
摘
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
「
我
」
の
否
定
と
そ
の
他
す
べ
て
の
主
体
を
否
定
し
、
そ
れ
ら
が
、
不
可
得
空
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
、
菩
薩
に
と
っ
て
の
般
若
波
羅
蜜
の
実
践
に
外
な
ら
な
い
。
主
体
が
「
一
切
不
可
得
」
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
「
我
を
見
ず
衆
生
を
見
ず
、
乃
至
知
者
見
者
を
見
ず
」
と
云
う
表
現
は
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
が
不
二
の
智
慧
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
二
智
を
特
質
と
す
る
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
に
よ
っ
て
、
菩
薩
は
、
衆
縁
和
合
す
る
仮
設
と
し
て
の
無
我
、
い
わ
ゆ
る
世
俗
的
無
我
か
ら
究
極
的
無
我
乃
纛
義
的
簔
を
成
就
し
得
る
の
で
あ
加
・
こ
の
場
合
襞
的
嚢
と
は
、
空
と
厘
味
の
境
界
を
云
う
.
も
し
菩
薩
が
、
諸
法
の
衆
縁
和
合
し
て
現
わ
し
出
さ
れ
る
仮
説
と
し
て
の
無
我
(世
俗
的
無
我
)
を
認
識
す
る
智
慧
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
主
張
す
る
無
我
説
と
な
る
。
菩
薩
は
、
仮
説
無
我
か
ら
不
二
智
、
す
な
わ
ち
般
若
バ
ラ
、ミ
ツ
に
よ
っ
て
畢
竟
無
我
に
到
達
し
得
る
か
ら
こ
そ
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
智
慧
は
、
仏
智
に
通
ず
る
唯
一
の
手
段
(仏
母
)
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
声
聞
辟
支
仏
の
智
慧
に
優
れ
る
の
で
あ
る
と
、
「
大
品
」
は
繰
り
返
し
主
張
す
る
。
以
上
の
如
く
、
不
二
智
を
本
質
と
す
る
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
は
、
菩
薩
と
し
て
仮
説
無
我
(世
俗
的
無
我
)
か
ら
畢
竟
無
我
(勝
義
的
無
我
)
へ
と
至
ら
し
め
る
作
用
を
有
し
て
い
る
。
「
六
喩
品
」
に
お
い
て
、
菩
薩
が
般
若
バ
ラ
、ミ
ッ
を
行
ず
る
こ
と
に
よ
り
て
、
最
初
は
一
切
法
を
相
対
的
で
、
無
常
な
る
世
俗
的
法
と
し
て
認
識
し
、
次
第
に
そ
の
法
を
無
分
別
化
し
て
行
き
、
つ
い
に
空
.
諸
法
実
相
で
あ
る
勝
義
的
法
へ
と
至
る
様
子
を
詳
し
く
説
い
て
い
如
・
'」
の
様
な
磐
ハ
ラ
ー
ツ
の
世
俗
的
法
か
ら
勝
義
的
法
へ
至
ら
し
め
る
働
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
八
き
ー
そ
れ
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
の
無
分
別
化
の
作
用
、
不
二
智
の
働
き
に
外
な
ら
な
い
ー
を
、
「
大
品
」
で
は
、　
此
彼
岸
を
遠
離
す
る
は
、
是
れ
般
若
波
羅
蜜
の
相
な
り
。
是
の
人
此
岸
を
知
ら
ず
、
彼
岸
を
知
ら
ず
云
々
(「譬
喩
品
」
五
十
一
)
と
い
う
「
遠
離
」
の
作
用
と
し
て
表
現
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
般
若
バ
ラ
宇
ッ
の
語
義
的
解
釈
と
し
て
、
も
つ
　
第
一
義
を
得
て
一
切
法
を
度
し
、
彼
岸
に
到
る
、
是
の
義
を
用
て
の
故
に
般
若
波
羅
蜜
と
名
つ
く
(「
三
慧
品
」
七
十
)
勝
義
の
智
慧
(第
一
義
)
に
よ
っ
て
「
一
切
法
を
度
す
こ
と
」
、
彼
岸
に
到
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
の
不
二
智
の
働
き
に
よ
っ
て
菩
薩
は
一
切
法
に
対
し
て
分
別
の
相
と
執
着
心
を
遠
離
し
、
彼
岸
に
到
る
。
こ
の
こ
と
は
菩
薩
に
と
っ
て
、
無
我
の
成
就
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
は
、
「
方
便
」
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
両
者
の
関
係
は
、
容
易
に
論
じ
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
深
い
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
の
一
般
的
解
釈
と
し
て
は
、
「畢
竟
空
に
　
悟
入
す
る
の
が
般
若
で
あ
り
、
畢
竟
空
よ
り
出
で
て
有
の
世
界
に
は
た
ら
く
の
が
方
便
で
あ
る
」
と
平
井
俊
栄
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
関
係
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
無
我
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
考
察
し
て
み
る
と
、
最
も
端
的
に
菩
薩
の
無
我
の
実
践
中
に
、
般
若
バ
ラ
、ミ
ツ
の
不
二
相
と
方
便
の
働
き
を
表
現
し
て
い
る
の
は
、
「
無
生
品
」
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
菩
薩
の
「
三
分
清
浄
な
る
布
施
波
羅
蜜
行
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
〕
云
何
が
出
世
間
檀
那
波
羅
蜜
と
名
つ
く
る
や
。
謂
ゆ
る
三
分
清
浄
な
り
。
何
等
を
か
三
と
な
す
。
菩
薩
摩
訶
薩
の
布
施
す
る
時
、
我
れ
得
べ
か
ら
ず
、
受
者
得
べ
か
ら
ず
、
施
物
得
べ
か
ら
ず
、
亦
報
を
望
ま
ず
。
是
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
の
三
分
清
浄
檀
那
波
羅
蜜
と
名
つ
く
。
復
次
に
舎
利
弗
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
布
施
す
る
時
、
一
切
衆
生
に
施
与
す
る
も
、
衆
生
も
亦
得
べ
か
ら
ず
。
此
の
布
施
を
以
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
廻
向
す
る
も
、
乃
至
微
細
の
法
相
を
も
見
ず
。
舎
利
弗
、
是
れ
を
出
世
間
檀
那
波
羅
蜜
と
名
つ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
名
づ
け
て
出
世
間
と
為
す
や
。
世
間
の
中
に
於
て
、
能
く
動
き
能
く
出
づ
、
是
の
故
に
出
世
間
檀
那
波
⑯
羅
蜜
と
名
つ
く
。
菩
薩
は
、
「
我
」
と
「受
者
」
と
「施
物
」
を
分
別
せ
ず
、
し
か
も
布
施
に
対
す
る
「報
酬
」
も
期
待
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
無
分
別
を
持
っ
て
、
し
か
も
清
浄
な
布
施
の
行
を
実
践
す
る
こ
と
が
、
「
三
分
清
浄
布
施
ハ
ラ
ミ
ッ
」
(
三
分
清
浄
檀
那
波
羅
蜜
)
で
あ
り
「出
世
間
布
施
ハ
ラ
ミ
ッ
」
(出
世
問
檀
那
波
羅
蜜
)
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
菩
薩
に
と
っ
て
、
我
と
受
者
と
施
物
に
対
す
る
分
別
心
を
否
定
し
、
そ
の
報
酬
に
対
す
る
執
着
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
「
否
定
の
作
用
」
と
、
我
と
受
者
と
施
物
が
、
清
浄
な
布
施
の
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
光
沢
あ
る
存
在
と
し
て
「
活
か
さ
れ
よ
う
と
す
る
作
用
」
の
両
面
が
存
在
す
る
。
前
者
が
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
に
お
け
る
不
二
　
　
　
　
り
　
相
の
働
き
で
あ
り
、
後
者
が
善
巧
方
便
の
働
き
で
あ
る
。
こ
の
両
作
用
に
つ
い
て
、
経
典
で
は
「世
間
の
中
に
於
て
、
能
く
動
き
能
く
　
　
出
ず
」
と
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
「能
動
」
と
「能
出
」
に
つ
い
て
、
『大
智
度
論
』
巻
第
五
十
三
で
は
、⑰
動
と
は
柔
順
忍
な
り
。
出
と
は
無
生
法
忍
な
り
。
声
聞
法
の
中
の
動
き
は
学
人
に
し
て
、
出
と
は
無
学
な
り
。
O
と
解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
能
動
」
と
は
柔
順
忍
で
あ
り
、
声
聞
乗
の
学
人
(
"
有
学
道
、
四
向
三
果
)
の
位
に
あ
る
智
慧
に
対
し
て
名
づ
け
ら
れ
、
「
能
出
」
と
は
、
無
学
(
H
阿
羅
漢
)
の
位
に
お
け
る
智
慧
に
対
し
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
で
あ
る
か
ら
『大
智
度
論
』
の
注
釈
に
従
え
ぽ
、
能
動
よ
り
も
能
出
の
方
が
、
修
行
段
階
に
お
け
る
よ
り
高
位
の
智
慧
か
ら
発
す
る
と
こ
ろ
の
働
　
き
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
の
場
合
、
清
浄
な
布
施
行
が
行
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「能
動
」
と
は
、
方
便
智
慧
に
よ
っ
て
、
「
畢
竟
空
よ
り
出
で
て
有
の
世
界
」
へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
他
方
「
能
出
」
は
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
に
よ
っ
て
、
畢
竟
空
に
悟
入
す
る
、
不
二
相
の
働
き
掛
け
と
し
て
の
側
面
を
指
す
と
解
す
る
方
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
出
世
間
布
施
ハ
ラ
ミ
ツ
行
が
成
立
し
、
そ
こ
に
、
布
施
者
で
あ
る
我
と
受
者
と
施
物
が
清
浄
性
を
有
す
る
の
は
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
智
慧
に
よ
っ
て
無
分
別
智
が
働
く
「能
出
」
の
面
と
、
布
施
行
の
徳
が
よ
く
活
か
さ
れ
る
「能
動
」
の
働
き
、
す
な
わ
ち
方
便
智
慧
の
働
き
の
両
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
大
品
般
若
』
に
お
け
る
菩
薩
の
無
我
は
、
こ
の
様
な
、
互
い
に
矛
盾
す
る
二
つ
の
面
が
、
菩
薩
の
主
体
の
中
で
自
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
九
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
ttl號
1
O
己
同
一
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
と
無
我
と
は
、
以
上
の
様
な
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
日
道
種
智
と
無
我
『大
品
』
に
お
い
て
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
に
次
ぐ
重
要
な
智
慧
は
、
三
智
、
す
な
わ
ち
一
切
智
(sa
rv
a
-jn
a
ta
)'
道
種
智
(m
a
rg
a
=
k
a
ra
j
n
a
ta
)、
一
切
種
智
(sa
rv
ak
ara
-jn
a
ta
)
の
三
つ
の
智
慧
で
あ
る
。
「小
品
」
に
は
、
一
切
智
の
み
を
説
い
て
、
三
智
は
存
在
し
な
く
て
、
「
大
品
」
に
到
っ
て
始
め
て
現
わ
れ
る
が
、
何
故
に
「
大
品
」
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
智
慧
が
、
如
何
様
に
無
我
と
か
か
わ
り
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
三
智
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
「
三
慧
品
」
と
『
智
度
論
』
の
解
説
部
分
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
n
_
_
1
一
切
智
(
ま
た
は
、
薩
婆
若
、
sa
rv
ajn
a
ta
)
v①
声
聞
辟
支
仏
の
具
足
す
る
智
慧
で
あ
る
(「
三
慧
品
」)
　
②
一
切
の
内
外
の
法
に
お
け
る
全
体
を
能
く
直
観
す
る
智
慧
で
あ
る
。
(「
三
慧
品
」)
⑳
③
声
聞
辟
支
仏
の
具
足
す
る
一
切
智
に
よ
っ
て
は
、
煩
悩
の
断
は
得
ら
れ
る
が
、
未
だ
煩
悩
の
習
気
の
断
は
得
ら
れ
な
い
。
(「
三
慧
品
」
)
り
　
2
道
種
智
(m
a
rg
a
k
a
ra
-jn
ata
)
u①
菩
薩
の
具
足
す
る
智
慧
で
あ
る
(「
三
慧
品
」)。
道
種
智
を
修
し
て
、
最
終
的
に
は
、
仏
智
の
一
切
種
智
を
具
足
す
る
。
(「
偏
学
品
」
)
②
こ
の
智
慧
は
、
ω
人
天
中
に
福
徳
を
植
え
る
道
㈹
声
聞
辟
支
仏
の
道
(三
十
七
道
品
)
㈹
菩
薩
の
道
(三
十
七
道
品
及
び
六
ハ
ラ
ミ
ツ
)
働
仏
道
(十
力
四
無
所
畏
四
無
礙
智
十
八
不
共
法
大
慈
大
悲
)
こ
れ
ら
人
天
、
声
聞
縁
覚
、
菩
薩
、
仏
に
お
け
る
す
べ
て
の
修
行
道
を
こ
と
ご
と
く
知
る
智
慧
で
あ
る
(「
偏
学
品
」
『大
智
度
論
』
巻
第
八
十
四
)
③
菩
薩
は
、
深
く
衆
生
の
機
根
を
理
解
し
て
(入
衆
生
深
心
相
)
道
種
智
を
以
っ
て
教
化
し
、
仏
国
土
を
浄
め
る
。
し
か
し
、
菩
　
薩
は
、
教
化
衆
生
、
浄
仏
国
土
を
為
す
も
、
こ
の
利
他
行
を
完
全
に
成
就
す
る
ま
で
は
、
自
ら
浬
槃
に
入
る
こ
と
が
な
い
。
(「
偏
学
品
」
及
び
『
大
智
度
論
』
巻
第
八
十
四
)
ゆ
④
こ
の
智
慧
は
声
聞
縁
覚
が
具
足
し
た
一
切
智
と
同
様
に
、
煩
悩
を
断
じ
て
も
未
だ
煩
悩
の
習
気
は
、
断
じ
て
い
な
い
。
(「
三
慧
品
」)
　
⑤
し
か
し
、
道
種
智
は
、
無
生
法
忍
を
具
足
し
て
い
る
か
ら
、
声
聞
辟
支
仏
の
智
慧
に
勝
れ
て
い
る
。
(「
六
喩
品
」)
り
　
3
一
切
種
智
(
sa
rv
a
k
a
ra
-j　.a
ta
)
v①
こ
の
智
慧
は
、
一
相
で
あ
り
一
切
法
に
お
け
る
寂
滅
の
相
を
本
質
と
す
る
(「
三
慧
品
」)
す
な
わ
ち
、
不
二
智
の
完
成
し
た
智
慧
で
あ
る
。
②
こ
の
不
二
智
か
ら
立
ち
返
っ
て
、
仏
が
一
々
の
法
の
特
殊
相
を
言
語
表
示
を
用
い
て
自
在
に
説
く
こ
と
を
可
能
に
せ
し
め
る
智
慧
で
あ
穂
(「
三
慧
品
」
)・
『
智
度
論
』
に
よ
れ
ば
・
法
の
別
相
を
知
る
智
慧
で
あ
っ
て
、
蒭
智
が
法
の
総
相
を
知
る
智
慧
で
⑳
あ
る
こ
と
に
対
此
さ
れ
て
い
る
。
③
前
の
二
智
は
、
煩
悩
の
断
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
智
は
、
煩
悩
の
断
の
外
に
、
習
気
の
断
が
得
ら
れ
る
。
(「
三
慧
品
」)
n
三
智
に
つ
い
て
の
概
略
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
中
、
一
切
智
に
つ
い
て
ー
の
②
で
述
べ
た
通
り
「
三
慧
品
」
で
は
、
こ
の
v
智
慧
は
、
声
聞
乗
の
.智
慧
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
「習
応
品
」
に
よ
れ
ば
、
　
仏
は
即
ち
是
れ
薩
婆
若
、
薩
婆
若
は
即
ち
是
れ
仏
、
菩
提
は
即
ち
是
れ
薩
婆
若
、
薩
婆
若
は
即
ち
是
れ
菩
提
な
れ
ば
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
と
一
切
智
(
1
薩
婆
若
)
と
さ
と
り
(
1
菩
提
)
と
が
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
声
聞
、
縁
覚
の
一
切
智
と
仏
の
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
=
一
一
切
智
と
の
間
に
は
、
当
然
差
異
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
両
者
の
相
違
に
つ
い
て
、
経
典
は
格
別
強
調
し
て
い
な
い
。
一
方
、
⑭
三
智
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
で
は
、
声
聞
縁
覚
の
一
切
智
と
、
仏
の
一
切
種
智
の
相
違
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
「
小
品
」
か
ら
「
大
品
」
に
増
広
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
「小
品
」
の
一
切
智
の
叙
述
を
、
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
箇
所
ー
声
聞
縁
覚
の
一
切
智
と
仏
の
一
切
智
を
述
べ
て
い
る
箇
所
1
と
、
新
た
に
三
智
に
つ
い
て
付
加
さ
れ
た
部
分
1
す
な
わ
ち
、
声
聞
縁
覚
の
智
慧
は
一
切
智
に
、
仏
の
智
慧
は
一
切
種
智
に
配
し
て
、
両
者
の
相
違
点
を
強
調
し
て
い
る
部
分
-
の
智
慧
に
関
す
る
二
種
の
相
い
矛
盾
す
る
叙
述
部
分
が
あ
る
、
そ
の
事
実
は
、
「
般
若
経
」
の
智
慧
の
発
展
過
程
を
そ
の
ま
ま
物
語
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
「
大
品
」
に
お
け
る
菩
薩
の
智
慧
と
仏
の
智
慧
の
関
係
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
見
る
と
、
ま
ず
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
と
一
切
智
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
遣
異
品
」
に
、
諸
仏
の
一
切
智
は
皆
般
若
波
羅
蜜
中
よ
り
生
じ
、
般
若
波
羅
蜜
は
一
切
智
に
異
な
ら
ず
、
一
切
智
は
般
若
波
羅
蜜
に
異
な
ら
ず
、
K
a
般
若
波
羅
蜜
と
一
切
智
と
は
二
な
ら
ず
別
な
ら
ず
。
あ
る
い
は
、
「行
相
品
」
に
、
仏
舎
利
弗
に
告
げ
給
わ
く
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
る
時
、
般
若
波
羅
蜜
を
見
ず
。
舎
利
弗
、
菩
薩
摩
訶
薩
是
⑳
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
を
学
せ
ば
、
薩
婆
若
(
1
一
切
智
)
を
得
、
不
可
得
を
以
て
の
故
に
。
以
上
の
二
つ
の
例
よ
り
見
る
に
、
一
切
智
(
"
薩
婆
若
)
は
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
学
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
不
二
智
で
あ
る
。
一
方
、
道
種
智
と
一
切
種
智
の
関
係
は
、
「
偏
学
品
」
に
よ
る
と
、
⑳
道
種
智
を
以
て
菩
薩
位
に
入
り
、
菩
薩
位
に
入
り
已
っ
て
一
切
種
智
を
以
て
一
切
煩
悩
を
断
ず
。
と
云
う
如
き
、
菩
薩
は
、
ま
ず
道
種
智
を
修
し
、
道
種
智
を
完
全
に
修
し
終
っ
て
一
切
種
智
を
得
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
如
く
、
道
種
智
は
、
菩
薩
の
利
他
行
の
方
便
智
で
も
あ
る
。
「
大
品
」
に
お
け
る
三
智
に
関
し
て
概
観
し
て
来
た
が
、
つ
ぎ
に
三
智
と
無
我
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
声
聞
辟
支
仏
の
智
慧
と
無
我
の
関
係
は
次
の
ご
と
き
関
係
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
①
ー
③
か
ら
声
聞
辟
支
仏
の
無
我
は
、
煩
悩
の
断
は
得
ら
れ
る
が
、
未
だ
そ
の
習
気
を
断
じ
て
い
な
い
段
階
に
お
け
る
無
我
の
成
就
で
あ
る
。
ま
た
、
菩
薩
と
対
比
し
て
み
る
に
、
菩
薩
は
無
生
法
忍
の
成
就
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
故
に
声
聞
辟
支
仏
智
の
智
慧
に
勝
れ
る
(
②
ー
⑤
)
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
声
聞
辟
支
仏
の
無
我
は
、
菩
薩
の
無
我
よ
り
も
ま
た
、
一
段
低
位
の
無
我
の
成
就
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
仏
の
そ
れ
は
、
完
全
円
満
な
一
切
智
と
一
切
種
智
の
成
就
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
煩
悩
の
断
と
、
そ
の
習
気
の
断
の
成
就
が
得
ら
れ
る
完
全
な
る
無
我
の
成
就
で
あ
る
。
も
っ
と
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
声
聞
辟
支
仏
は
、
煩
悩
を
滅
し
て
心
解
脱
が
得
ら
れ
て
も
、
習
気
が
残
存
す
る
故
に
、
輪
廻
・
業
の
世
界
の
中
に
身
を
さ
す
ら
う
聖
者
の
無
我
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
に
と
っ
て
の
無
我
は
、
も
は
や
煩
悩
の
滅
と
習
気
の
滅
尽
に
よ
っ
て
、
業
の
滅
す
な
わ
ち
身
体
も
滅
し
た
、
完
全
円
満
な
る
智
慧
の
作
用
の
み
が
存
在
す
る
無
我
の
す
が
た
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仏
の
無
我
の
成
就
は
、
業
か
ら
智
慧
へ
と
全
っ
た
く
質
的
転
換
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
無
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
次
に
菩
薩
の
道
種
智
と
無
我
に
関
し
て
は
、
如
何
様
で
あ
ろ
う
か
、
前
述
の
ご
と
く
、
阿
羅
漢
や
仏
の
智
慧
に
対
比
し
て
、
道
種
智
の
特
徴
は
、
前
述
の
③
の
如
く
、
煩
悩
の
断
の
成
就
が
あ
る
点
で
、
声
聞
縁
覚
の
智
慧
と
共
通
し
て
い
る
が
、
菩
薩
は
、
無
生
法
忍
を
具
足
し
て
い
る
点
で
声
聞
縁
覚
の
智
慧
に
勝
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
だ
煩
悩
の
習
気
を
断
じ
て
い
な
い
点
で
仏
の
智
慧
に
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
う
少
し
道
種
智
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
み
る
と
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
七
に
お
い
て
、
人
天
道
、
声
聞
道
、
菩
薩
道
、
仏
道
に
お
け
る
修
行
道
を
詳
し
く
述
べ
た
後
、こと
こと
⑳
是
の
如
き
の
無
量
の
道
門
あ
り
。
是
の
諸
の
道
を
知
り
、
尽
く
知
り
遍
ね
く
知
る
。
是
れ
道
種
慧
(
1ー
道
種
智
)
と
為
す
。
ご
と
ご
と
と
、
「
道
種
智
」
を
定
義
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
で
は
何
故
、
無
量
の
道
門
を
尽
く
知
り
、
遍
ね
く
知
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
理
由
を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
「
偏
学
品
」
に
は
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
一
四
む
な
菩
薩
は
、
是
の
道
種
智
を
学
し
已
っ
て
衆
生
の
深
心
相
に
入
り
、
入
り
已
っ
て
衆
生
の
心
に
随
っ
て
如
応
に
説
法
し
、
言
う
所
虚
し
か
ら
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
菩
薩
摩
訶
薩
は
善
く
衆
生
の
根
相
を
知
り
、
一
切
衆
生
の
心
心
数
法
、
生
死
所
趣
を
知
れ
⑳
れ
ぽ
な
り
。
道
種
智
を
学
ぶ
目
的
は
、
衆
生
へ
の
説
法
活
動
を
巧
み
に
行
な
う
為
で
あ
り
、
そ
の
為
に
無
量
の
法
門
と
一
切
衆
生
の
器
根
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
実
際
品
」
に
は
、
次
の
如
く
叙
述
す
る
。
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
是
の
性
空
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
衆
生
の
衆
生
相
に
著
す
る
を
抜
出
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
に
道
種
智
を
あ
ま
ね
求
む
。
道
種
智
を
求
む
る
時
に
偏
く
一
切
道
、
若
し
く
は
声
聞
道
、
若
し
く
は
辟
支
仏
道
、
若
し
く
は
菩
薩
道
を
行
ず
。
是
の
菩
薩
は
一
切
道
を
具
足
し
、
衆
生
を
邪
想
の
著
よ
り
抜
出
し
、
仏
国
土
を
浄
め
已
っ
て
其
の
寿
命
に
随
っ
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
⑳
を
得
。
一
切
法
が
本
来
性
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
邪
し
ま
な
想
い
へ
の
執
着
か
ら
抜
出
し
、
仏
国
土
を
浄
め
る
の
で
あ
る
が
、
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
を
巧
み
に
行
な
う
た
め
に
は
、
衆
生
の
心
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
『大
智
度
論
』
巻
第
八
十
四
に
は
、
次
の
如
く
解
説
す
る
。
須
菩
提
問
う
。
何
を
以
て
か
道
種
智
を
菩
薩
の
事
と
為
す
や
と
。
仏
答
え
た
ま
わ
く
。
菩
薩
は
応
に
一
切
の
道
を
具
足
し
、
是
の
道
を
以
て
衆
生
を
化
す
べ
し
。
是
の
道
を
出
入
す
と
雖
ど
も
、
未
だ
衆
生
を
教
化
し
、
仏
国
土
を
浄
め
ざ
れ
ば
、
而
も
証
を
取
ら
　
ず
、
是
の
事
を
具
足
し
已
っ
て
、
然
る
後
道
場
に
坐
し
て
乃
ち
証
を
取
る
。
結
局
、
道
種
智
は
、
衆
生
を
教
化
し
、
仏
国
土
を
浄
め
る
為
の
す
な
わ
ち
利
他
行
実
践
の
為
の
方
便
智
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
利
他
行
自
身
を
完
成
す
る
段
階
に
お
け
る
智
慧
で
も
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
菩
薩
が
、
未
だ
習
気
の
断
を
具
足
し
て
い
な
い
た
め
に
、
菩
薩
の
活
動
は
、
有
為
の
世
界
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
道
種
智
を
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
菩
薩
は
、
如
何
様
な
位
に
あ
る
菩
薩
か
と
云
え
ぽ
、
「
六
喩
品
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
是
の
如
く
須
菩
提
、
是
の
菩
薩
摩
訶
薩
は
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
能
く
無
相
尸
羅
波
羅
蜜
を
具
足
し
て
、
而
し
て
菩
薩
位
に
入
り
、
菩
薩
位
に
入
り
已
っ
て
無
生
法
忍
を
得
、
道
種
智
を
行
じ
て
報
得
の
五
神
通
を
得
、
五
百
陀
羅
尼
門
に
住
し
て
四
無
礙
智
を
得
、
一
仏
国
よ
り
一
仏
国
に
至
り
て
諸
仏
を
供
養
し
、
衆
生
を
成
就
し
、
仏
国
土
を
浄
む
、
五
道
の
中
に
入
る
と
雖
ど
も
生
死
⑫
の
業
報
染
汚
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
戒
ハ
ラ
ミ
ツ
(尸
羅
波
羅
蜜
)
を
修
し
て
、
あ
る
段
階
ま
で
至
っ
た
菩
薩
は
、
「
菩
薩
位
」
に
入
り
、
「無
生
法
忍
」
を
具
足
し
、
諸
の
修
行
道
を
学
習
し
て
得
ら
れ
た
「道
種
智
」
を
行
じ
、
さ
ら
に
道
種
智
の
具
足
の
果
報
と
し
て
得
ら
れ
た
「
五
神
通
」
の
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
浄
仏
国
土
成
就
衆
生
の
利
他
行
を
実
践
す
る
。
さ
ら
に
「
不
退
品
」
に
よ
る
と
　
是
の
阿
惟
越
致
の
菩
薩
、
是
の
自
性
空
の
法
を
以
て
菩
薩
位
に
入
り
、
無
生
法
忍
を
得
る
。
ま
た
『智
度
論
』
巻
第
二
十
七
に
よ
る
と
、
問
う
て
曰
く
、
何
等
か
是
れ
阿
鞍
跋
致
地
な
り
や
。
答
え
て
曰
く
。
若
し
菩
薩
は
、
能
く
一
切
法
の
不
生
不
滅
、
不
不
生
、
不
不
滅
、
不
共
、
非
不
共
を
観
じ
、
是
の
如
く
諸
法
を
観
じ
て
、
三
界
に
於
て
脱
す
る
こ
と
を
得
、
空
を
以
て
せ
ず
、
非
空
を
以
て
せ
ず
、
一
心
に
十
方
諸
仏
の
用
い
た
ま
う
所
の
実
相
の
智
慧
を
信
忍
し
て
、
能
く
壊
す
る
〔者
〕
な
く
、
能
く
動
ず
る
者
な
し
。
是
れ
を
無
生
法
と
名
つ
く
。
無
生
忍
法
は
即
ち
是
れ
阿
牌
跋
致
地
な
り
。
復
次
に
、
菩
薩
位
に
入
れ
ば
、
是
れ
阿
韓
跋
致
地
な
り
。
声
聞
辟
支
仏
を
過
ぐ
る
も
、
亦
阿
轉
跋
致
地
と
名
つ
く
。
復
次
に
、
阿
鞍
跋
致
地
に
住
す
れ
ぽ
、
世
世
に
常
に
果
報
を
得
、
神
通
を
失ゆ
わ
ず
、
退
せ
ざ
る
な
り
。
若
し
菩
薩
此
の
二
法
を
得
れ
ば
、
諸
法
実
相
を
得
と
雖
ど
も
、
而
も
大
悲
を
以
て
一
切
衆
生
を
捨
て
ず
。
こ
こ
で
は
、
「無
生
法
忍
の
菩
薩
」
「菩
薩
位
に
入
っ
た
菩
薩
」、
「
不
退
転
位
(
H
阿
韓
跋
致
地
)
の
菩
薩
」
「神
通
力
具
足
の
菩
薩
」
「
大
悲
心
を
以
て
衆
生
を
救
済
す
る
菩
薩
」
は
同
等
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一
五
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
一
六
こ
の
様
に
、
道
種
智
、
菩
薩
位
、
不
退
転
位
、
無
生
法
忍
、
五
神
通
、
利
他
行
実
践
(浄
仏
国
土
や
衆
生
教
化
)
な
ど
の
修
得
は
、
菩
薩
道
を
実
践
す
る
過
程
に
お
い
て
重
要
な
資
格
に
な
る
よ
う
で
、
こ
れ
ら
の
資
格
は
、
菩
薩
が
あ
る
一
定
の
段
階
に
至
っ
た
時
点
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
得
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
。
『智
度
論
』
巻
二
十
八
に
よ
る
と
、
次
の
様
な
叙
述
が
あ
る
。
菩
薩
は
法
位
に
入
り
、
阿
靼
跋
致
地
に
住
し
、
末
後
の
肉
身
尽
き
て
、
法
性
生
身
を
得
。
諸
の
煩
悩
を
断
ず
と
雖
ど
も
、
煩
悩
の
⑮
習
の
因
縁
あ
る
が
故
に
、
法
性
生
身
を
受
く
、
三
界
の
生
に
は
非
ざ
る
な
り
。
「大
品
」
に
は
、
菩
薩
の
法
身
(
ー1
法
性
生
身
)
に
つ
い
て
の
叙
述
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
『智
度
論
』
に
よ
れ
ぽ
、
不
退
の
菩
薩
は
、
肉
身
の
菩
薩
か
ら
、
法
身
の
菩
薩
に
変
身
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
現
実
の
菩
薩
か
ら
、
理
想
の
菩
薩
へ
の
転
換
で
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
前
の
引
用
文
は
、
菩
薩
の
五
神
通
に
関
す
る
解
説
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
通
力
を
獲
得
し
た
菩
薩
は
、
菩
薩
位
に
入
り
、
不
退
の
位
に
あ
り
、
肉
身
の
菩
薩
か
ら
法
身
の
菩
薩
に
身
を
変
じ
る
。
し
か
し
、
諸
煩
悩
の
断
が
あ
る
と
云
え
ど
も
、
煩
悩
の
習
気
を
未
だ
断
っ
て
い
な
い
か
ら
、
般
涅
槃
せ
ず
し
て
、
衆
生
を
教
化
し
仏
国
土
を
浄
め
る
活
動
に
専
念
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
、
現
実
の
菩
薩
(肉
身
の
菩
薩
)
か
ら
理
想
の
菩
薩
(法
身
の
菩
薩
)
に
身
を
変
じ
、
自
利
行
よ
り
利
他
行
に
移
る
そ
の
転
換
点
は
、
菩
薩
の
十
地
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
地
で
あ
る
か
経
典
で
は
、
明
確
に
は
、
述
べ
て
い
な
い
が
、
「
発
趣
品
」
に
よ
⑯
る
と
、
菩
薩
の
第
七
地
に
お
い
て
、
我
を
著
せ
ざ
る
こ
と
及
び
無
生
法
忍
の
具
足
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
通
り
、
第
七
地
が
、
菩
薩
に
と
っ
て
の
大
き
な
変
換
地
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『智
度
論
』
巻
第
二
十
九
に
は
、
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
或
い
は
、
菩
薩
あ
り
。
無
生
法
忍
、
法
性
生
身
を
得
、
七
住
地
に
在
っ
て
住
し
、
五
神
通
も
て
身
を
変
ず
る
こ
と
仏
の
如
く
に
し
⑰
て
衆
生
を
教
化
す
る
。
こ
の
様
に
、
第
七
地
が
、
菩
薩
に
と
っ
て
大
き
な
変
換
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
七
地
以
降
に
住
す
る
菩
薩
は
、
理
想
的
菩
薩
の
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
無
我
な
る
菩
薩
の
活
動
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
云
え
る
。
「
六
喩
品
」
に
は
、
こ
の
よ
う
に
説
く
、
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
是
の
忍
を
成
就
し
て
一
切
の
声
聞
辟
支
仏
に
勝
れ
、
是
の
報
得
の
無
生
忍
中
に
住
し
て
、
菩
薩
道
を
行
じ
、
能
く
道
種
智
を
具
足
す
。
道
種
智
を
具
足
す
る
が
故
に
、
常
に
三
十
七
助
道
法
乃
至
空
無
想
無
作
三
昧
を
離
れ
ず
、
五
神
通
を
離
れ
ず
、
五
神
通
を
離
れ
ざ
る
が
故
に
・
能
く
衆
生
を
成
就
し
仏
国
土
を
浄
編
。
右
に
述
べ
る
よ
う
な
菩
薩
の
活
動
の
姿
こ
そ
「
大
品
」
に
見
ら
れ
る
最
も
理
想
的
な
菩
薩
の
描
写
で
あ
る
。
こ
の
様
な
理
想
的
な
菩
薩
の
活
動
の
姿
の
中
で
、
自
由
活
達
な
様
子
は
、
遊
戯
神
通
の
菩
薩
の
活
動
で
あ
る
。
菩
薩
の
遊
戯
神
通
の
活
動
の
描
写
を
幾
つ
か
述
べ
る
と
「
四
摂
品
」
に
、
云
句
耋
、藤
訶
薩
は
同
講
て
衆
生
を
叢
す
と
為
す
.
菩
藤
訶
藤
六
鑑
力
を
以
て
の
故
に
、
種
々
変
化
し
て
六
道
中
に
入
り
、
衆
生
と
與
に
同
事
す
。
と
、
述
べ
、
「畢
定
品
」
に
は
、
須
菩
提
、
菩
薩
若
し
神
通
を
遠
離
す
れ
ば
、
衆
生
の
意
に
随
っ
て
善
く
法
を
説
く
こ
と
能
わ
ず
。
是
れ
を
以
っ
て
の
故
に
、
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
時
、
応
に
神
通
を
起
す
べ
し
。
須
菩
提
、
譬
え
ば
鳥
の
懣
鐙
州け
れ
ば
、
高
く
鯑
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
く
、
菩
薩
は
神
通
無
け
れ
ば
、
意
に
随
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
能
わ
ず
。
是
れ
を
以
っ
て
の
故
に
、
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
般
若
波
羅
蜜
を
行
じ
て
、
応
に
諸
の
神
通
を
起
す
べ
し
。
諸
の
神
通
を
起
し
巳
り
て
、
若
し
衆
生
を
饒
　
益
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
意
に
随
っ
て
能
く
益
す
。
あ
た
か
も
、
鳥
が
翼
を
持
っ
て
自
由
自
在
に
虚
空
を
飛
ぶ
如
く
、
菩
薩
が
、
変
幻
自
在
に
衆
生
を
教
化
し
救
済
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
神
通
力
に
由
来
す
る
。
こ
の
様
な
変
幻
自
在
遊
戯
神
通
の
活
役
こ
そ
、
菩
薩
の
無
我
の
実
践
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
六
喩
品
」
に
「道
種
智
を
行
じ
て
報
得
の
五
神
通
を
得
」
と
述
べ
る
如
く
、
そ
の
神
通
力
の
発
揮
は
、
菩
薩
が
一
切
の
道
と
衆
生
の
心
に
通
じ
る
細
や
か
な
智
慧
、
す
な
わ
ち
、
道
種
智
を
修
得
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一
七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
+
三
號
天
四
無
生
法
忍
と
無
我
菩
薩
の
さ
と
り
は
二
応
、
無
生
法
忍
と
呼
ば
れ
る
智
慧
の
修
得
で
あ
る
と
一至
る
.
そ
の
.」
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
苙
口薩
と
っ
て
の
無
我
の
成
就
で
も
あ
る
。
最
終
的
に
は
菩
藤
、
仏
の
さ
と
り
を
目
指
し
、
仏
の
智
慧
の
完
成
を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
苙
口薩
位
に
入
る
の
は
・
理
想
的
菩
薩
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
・
そ
の
完
成
は
無
生
法
忍
を
さ
と
る
.、
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
・
無
生
法
忍
(a
n
u
tp
a
t
tik
a
-d
h
a
rm
a
-
k
sa
n
ti)
と
は
、
ど
の
よ
う
な
智
慧
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
特
徴
を
『
智
度
論
』
か
ら
幾
つ
か
拾
っ、
て
み
る
と
、
巻
第
二
十
七
に
⑪
無
生
法
忍
を
得
る
時
、
煩
悩
を
断
じ
、
仏
を
得
る
と
き
、
煩
悩
の
習
を
断
ず
る
の
は
是
れ
則
ち
実
説
な
り
。
と
述
べ
て
い
る
が
・
「
煩
悩
の
断
」
は
前
述
の
如
く
、
「
道
種
智
」
の
特
色
で
も
あ
っ
た
.
.、
の
事
は
、
両
智
慧
が
苙
。
薩
の
法
位
に
入
.
て
得
ら
れ
る
智
慧
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
.
同
じ
く
巻
第
二
+
七
に
は
、
無
生
法
忍
を
、
次
の
如
く
定
義
づ
け
て
い
る
。
菩
薩
位
と
は
無
生
法
忍
是
れ
な
り
.
此
の
法
忍
を
得
三
切
世
間
の
空
な
る
こ
と
を
観
ぜ
ば
、
心
髦
す
る
所
な
く
し
て
、
諸
法
実
相
の
中
に
住
し
、
復
た
世
間
に
染
ら
ず
。
同
巻
の
別
の
箇
所
で
は
、
次
の
如
く
無
生
法
忍
を
解
説
し
て
い
る
。
若
し
菩
薩
・
能
く
一
切
法
の
不
生
不
滅
、
不
不
生
、
不
不
滅
、
不
共
、
非
不
共
を
観
じ
、
是
の
如
く
諸
婆
観
じ
て
、
三
界
に
於
て
脱
す
る
こ
と
を
得
・
空
を
以
て
芋
、
裴
を
以
て
芋
、
一
心
に
+
方
諸
仏
の
用
い
た
ま
う
所
の
実
相
の
蠶
心を
信
曜
て
・
能
く
壊
す
る
〔
耆
な
く
、
能
く
動
ず
る
者
な
し
、
是
れ
を
無
生
法
忍
と
名
つ
く
.
無
生
法
忍
と
は
、
阿
讓
致
地
な
り
、
以
上
の
無
生
法
忍
に
つ
い
て
の
解
説
を
総
合
す
る
と
無
生
法
忍
と
は
①
一
切
世
間
法
を
空
と
観
ず
る
智
慧
で
あ
る
。
②
諸
仏
の
諸
法
実
相
の
智
慧
を
信
忍
す
る
智
慧
で
あ
る
。
と
、
二
つ
の
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
無
生
法
忍
に
は
、
二
つ
の
忍
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
六
喩
品
」
に
よ
る
と
、
無
生
法
忍
に
必
要
な
二
忍
を
具
足
す
る
と
、
次
の
如
き
、
菩
薩
の
無
我
の
行
為
が
為
さ
れ
る
と
い
う
。
せ
ん
だ
い
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
二
忍
中
に
住
し
て
能
く
霹
提
波
羅
蜜
を
具
足
す
。
何
等
を
か
二
忍
と
す
る
。
生
忍
と
法
忍
と
な
り
。
初
発
意
よ
り
、
乃
至
道
場
に
坐
す
る
ま
で
、
其
の
中
間
に
於
て
、
若
し
一
切
の
衆
生
来
り
て
、
罵
詈
驫
悪
語
、
或
は
瓦
石
刀
杖
を
以
て
是
の
菩
薩
に
加
え
ん
に
、
是
の
菩
薩
は
屡
提
波
羅
蜜
を
具
足
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
乃
至
一
念
の
悪
を
も
生
ぜ
ず
し
て
、
の
の
し
さ
だ
是
の
菩
薩
は
是
の
如
く
思
惟
す
。
「
我
を
罵
る
者
は
誰
れ
か
。
我
を
割
く
者
は
誰
れ
か
、
悪
言
を
以
て
我
れ
に
加
う
る
者
は
誰
れ
か
。
瓦
石
刀
杖
を
以
て
我
を
害
す
る
者
は
誰
れ
か
と
。
何
を
以
て
の
故
に
、
是
の
菩
薩
は
一
切
法
に
於
て
無
想
忍
(
1
無
生
忍
)
s
　
　
を
得
た
る
が
故
に
、
云
何
が
是
の
念
を
作
さ
ん
、
是
の
人
我
を
罵
り
我
を
害
す
」
と
。
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
是
の
如
く
行
ず
れ
ば
、
　
能
く
属
提
波
羅
蜜
を
具
足
し
、
是
の
属
提
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
を
以
て
の
故
に
無
生
法
忍
を
得
。
右
の
叙
述
は
、
ま
さ
し
く
菩
薩
の
無
我
の
実
践
で
あ
る
。
菩
薩
が
、
忍
辱
ハ
ラ
ミ
ッ
(
"
屡
提
波
羅
蜜
)
を
実
施
す
る
際
に
、
菩
薩
に
悪
口
を
も
っ
て
誹
謗
す
る
者
も
、
瓦
石
や
刀
杖
で
も
っ
て
菩
薩
に
加
害
を
加
え
よ
う
と
す
る
者
も
、
す
べ
て
空
と
観
ず
る
こ
と
で
、
忍
辱
バ
ラ
、ミ
ツ
行
を
全
う
す
る
。
こ
の
時
、
無
生
法
忍
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
無
生
法
忍
を
具
足
す
る
に
は
、
二
忍
を
実
践
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
須
菩
提
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
「
世
尊
、
云
何
が
無
生
法
忍
と
為
し
、
是
の
忍
何
を
か
断
ず
る
所
と
し
、
何
を
か
知
る
所
と
す
る
」
ば
か
仏
須
菩
提
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
「
法
忍
を
得
て
、
乃
至
少
し
許
り
の
不
善
法
も
生
ぜ
ず
。
是
の
故
に
無
生
忍
と
名
つ
く
。
一
切
の
菩
薩
の
断
ず
る
所
の
煩
悩
の
尽
く
る
、
是
れ
を
断
と
名
づ
け
、
智
慧
を
用
て
一
切
法
の
不
生
な
る
こ
と
を
知
る
、
是
れ
を
智
と
名
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
二
〇
㊥
つ
く
L
前
の
引
用
分
に
あ
る
通
り
、
二
忍
と
は
、
生
忍
(
H
a
m
s
su
len
p
ah
i
b
zo
d
p
a)
と
法
忍
(ch
o
s
k
h
o
n
s
su
c
h
u
d
p
o
h
i
b
z
o
d
鼬
)
で
あ
る
が
・
生
忍
と
は
・
「
煩
悩
の
断
」
で
あ
り
、
法
忍
と
は
、
コ
切
法
の
不
生
な
る
を
知
る
智
慧
L
で
あ
る
と
す
る
。
コ
念
品
」
で
は
、
こ
の
二
忍
を
も
っ
と
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
須
菩
提
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
初
発
意
よ
り
已
来
乃
至
道
場
に
坐
す
る
ま
で
、
其
の
中
間
に
於
て
、
若
し
一
切
衆
生
来
り
、
瓦
石
刀
杖
を
以
て
是
の
菩
薩
に
加
え
ん
に
、
菩
薩
は
是
の
時
に
瞋
心
を
起
さ
ず
、
乃
至
一
念
を
も
生
せ
ず
。
爾
の
時
に
菩
薩
は
二
種
の
忍
を
修
す
べ
し
。
一
に
は
一
切
衆
生
の
悪
口
罵
詈
、
若
は
刀
杖
瓦
石
を
加
え
ん
に
瞋
心
起
ら
ず
。
二
に
は
一
切
法
無
生
の
無
生
法
忍
な
り
。
菩
薩
若
し
人
来
り
て
悪
口
罵
詈
し
、
或
は
瓦
石
刀
杖
を
以
て
之
を
加
え
ん
に
、
繭
の
時
、
菩
薩
は
是
の
如
く
思
惟
す
べ
し
。
の
の
し
そ
し
ち
や
く
我
を
罵
る
者
は
誰
れ
か
。
譏
り
訶
す
る
者
は
誰
れ
か
。
誰
れ
か
打
擲
す
る
者
な
る
。
誰
れ
か
有
受
者
な
る
と
。
是
の
時
に
菩
薩
は
応
に
諸
法
の
実
性
を
思
惟
す
べ
し
。
謂
ゆ
る
畢
竟
空
に
し
て
法
無
く
、
衆
生
無
く
、
諸
法
尚
得
べ
か
ら
ず
。
何
に
況
ん
や
衆
生
有
ら
ん
や
と
。
是
の
如
く
諸
法
の
相
を
観
ず
る
時
に
罵
者
を
見
ず
。
割
截
者
を
見
ず
。
是
の
如
く
諸
法
の
相
を
観
ず
る
時
に
即
ち
無
生
法
忍
を
得
。
云
何
が
無
生
法
忍
と
名
つ
く
る
。
諸
法
の
相
常
に
不
生
な
れ
ば
、
諸
の
煩
悩
も
本
よ
り
以
来
亦
常
に
不
生
な
る
こ
⑰
と
を
知
れ
ば
な
り
。
菩
薩
は
、
現
実
に
、
迫
害
を
被
っ
て
も
、
生
忍
に
基
づ
い
て
、
決
し
て
瞋
り
の
心
こ
を
起
さ
な
い
。
さ
ら
に
法
忍
に
よ
っ
て
、
加
害
者
も
自
己
も
迫
害
の
用
具
も
す
べ
て
、
そ
れ
ら
を
空
に
還
元
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
生
忍
に
よ
っ
て
人
無
我
が
、
法
忍
に
よ
っ
て
法
無
我
が
成
就
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
無
生
法
忍
の
具
足
は
、
菩
薩
に
と
っ
て
の
二
無
我
の
成
就
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
し
か
し
、
無
生
法
忍
の
具
足
は
、
た
だ
菩
薩
の
二
無
我
成
就
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
一
切
衆
生
に
対
す
る
慈
悲
心
を
生
ず
る
こ
と
で
も
あ
る
。
『
智
度
論
』
巻
第
二
十
九
に
は
、
二
忍
に
関
し
て
次
の
如
く
解
説
す
る
。
か
な
ら
菩
薩
は
仏
道
を
求
む
る
が
故
に
、
要
ず
二
忍
を
行
ず
。
生
忍
と
法
忍
な
り
。
生
忍
を
行
ず
る
が
故
に
、
一
切
衆
生
の
中
に
慈
悲
心
　
を
発
し
、
無
量
劫
の
罪
を
滅
し
て
無
量
の
福
徳
を
得
。
法
忍
を
行
ず
る
が
故
に
、
諸
法
の
無
明
を
破
し
て
無
量
の
智
慧
を
得
。
生
忍
を
慈
悲
に
、
法
忍
を
空
智
に
配
し
て
い
る
。
し
か
も
、
生
忍
に
よ
る
慈
悲
と
、
法
忍
に
よ
る
と
こ
ろ
の
空
智
と
の
二
忍
は
、
別
々
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
二
忍
が
相
即
し
、
相
互
に
助
け
合
っ
て
こ
そ
、
無
生
法
忍
の
具
足
が
あ
る
。
『
智
度
論
』
巻
第
二
十
七
に
云
う
如
く
、
悲
心
を
得
て
是
の
念
を
作
さ
く
、
「若
し
諸
法
空
な
れ
ば
則
ち
衆
生
な
し
、
誰
れ
か
度
す
可
き
者
か
あ
る
」
と
。
是
の
時
、
悲
心
は
便
ち
弱
し
。
或
時
は
衆
生
を
以
て
愍
む
べ
し
と
す
る
も
、
諸
法
の
空
観
に
於
て
弱
し
。
若
し
方
便
力
を
得
て
此
の
二
法
に
於
て
、
等
し
く
し
て
偏
党
な
け
れ
ぽ
、
大
悲
心
は
諸
法
実
相
を
妨
げ
ず
。
諸
法
実
相
を
得
る
も
大
悲
を
妨
げ
ず
。
是
の
如
く
し
て
方
便
を
⑲
生
ず
。
生
忍
(慈
悲
)
と
法
忍
(空
智
)
と
が
、
等
し
く
ど
ち
ら
も
偏
せ
ず
し
て
あ
る
時
、
「大
悲
心
は
諸
法
実
相
を
妨
げ
ず
、
諸
法
実
相
を
得
る
も
大
悲
を
妨
げ
」
な
い
方
便
力
が
生
じ
、
菩
薩
の
変
幻
自
在
、
遊
戯
神
通
の
無
我
行
が
可
能
と
な
る
。
大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
の
理
想
的
姿
は
、
神
通
力
を
得
て
、
自
由
自
在
に
一
切
衆
生
を
利
益
し
、
仏
国
土
を
浄
め
る
利
他
行
実
践
に
あ
る
。
こ
の
様
な
菩
薩
の
活
動
の
中
に
無
我
の
働
き
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
菩
薩
の
無
我
の
活
動
は
、
以
上
の
様
に
般
若
ハ
ラ
ミ
ツ
の
不
二
智
、
道
種
智
の
方
便
智
、
無
生
法
忍
の
慈
悲
と
空
智
の
働
き
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
と
な
る
。
『
智
度
論
』
巻
八
十
一
に
菩
薩
の
智
慧
と
無
我
に
関
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
仏
は
諸
の
煩
悩
の
習
を
断
じ
て
(貪
著
の
心
を
)
起
さ
ず
。
菩
薩
は
般
若
の
力
を
以
て
、
制
し
て
起
ら
ざ
ら
し
む
。
今
般
若
の
力
　
を
讃
歎
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
結
使
未
だ
断
ぜ
ざ
る
も
、
仏
の
断
と
異
な
る
こ
と
無
し
と
す
。
・
『大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
一=
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
註①
『
大
品
般
若
経
』
「
度
空
品
」
大
正
八
、
三
六
一
上
。
②
『
大
智
度
論
』
巻
第
七
十
九
、
大
正
二
十
五
、
亠企
四
中
～
下
。
③
大
正
八
、
二
五
三
下
。
④
大
正
二
十
五
、
四
〇
四
中
。
⑤
拙
論
「菩
薩
と
無
我
1
『大
品
般
若
経
』
を
中
心
と
し
て
ー
」
(坪
井
俊
映
頌
壽
記
念
『佛
教
文
化
論
攷
』)
参
照
。
⑥
大
正
八
、
三
二
二
中
。
⑦
同
右
、
三
二
六
上
。
⑧
同
右
、
二
九
〇
下
。
⑨
同
右
、
ニ
ゴ
1
1
$
-°
⑩
同
右
、
二
二
一
下
～
二
二
二
上
。
⑪
世
俗
的
無
我
と
勝
義
的
無
我
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
菩
薩
と
無
我
i
『大
品
般
若
経
』
を
中
心
と
し
て
i
」
(前
掲
載
書
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑫
大
正
八
、
111九
1
下
～
三
九
二
上
。
「
復
次
須
菩
提
。
菩
薩
摩
訶
薩
行
二
般
若
波
羅
蜜
鱒
知
二
一
切
法
如
夢
如
響
如
影
如
焔
如
幻
如
化
↓
須
菩
提
白
レ
仏
言
。
世
尊
。
菩
薩
摩
訶
薩
云
何
知
一二
切
法
如
夢
如
響
如
影
如
焔
如
幻
如
化
鱒
須
菩
提
。
菩
薩
摩
訶
薩
行
二
般
若
波
羅
蜜
一時
。
不
レ
見
γ夢
不
レ見
二見
夢
者
鱒
不
レ
見
/
響
不
レ
見
二
聞
響
者
一不
レ
見
レ
影
不
レ
見
二
見
影
者
幻
不
レ見
レ
焔
不
〆
見
二
見
焔
者
司
不
レ
見
γ
幻
不
レ
見
二見
幻
者
4
不
レ見
レ
化
不
レ
見
二
見
化
者
叩
何
以
故
。
是
夢
響
影
烙
幻
化
、
皆
是
凡
夫
愚
人
巓
倒
法
故
…
…
中
略
…
…
菩
二
二
薩
摩
訶
薩
行
二般
若
波
羅
蜜
一ゆ
不
レ
著
レ
色
乃
至
不
レ
著
レ
識
。
不
レ
著
二
欲
色
無
色
界
。
…
…
…
是
菩
薩
行
二般
若
波
羅
蜜
一
亦
不
レ
得
二
般
若
波
羅
蜜
鱒
若
行
二
般
若
波
羅
蜜
一時
不
レ
得
二
般
若
波
羅
蜜
幻
是
時
見
'二
切
法
一皆
入
二般
若
波
羅
蜜
中
↓
亦
不
レ
得
二
是
法
鱒
何
以
故
。
是
諸
法
與
二
般
若
波
羅
蜜
一
無
二
無
別
。
何
以
故
。
諸
法
入
二
如
法
性
実
際
一故
無
分
別
。
⑬
同
右
、
三
三
〇
下
。
⑭
同
右
、
三
七
六
上
。
⑮
平
井
俊
栄
「
般
若
思
想
と
三
論
宗
・
禅
宗
」
(
『
講
座
大
乗
仏
教
』
2
1
般
若
思
想
)
三
〇
二
頁
。
⑯
大
正
八
、
二
七
二
中
～
下
。
⑰
大
正
二
十
五
、
四
四
〇
下
。
⑱
『織
田
仏
教
辞
典
』
=
二
六
二
下
。
「
柔
順
忍
」
に
つ
い
て
は
、
『無
量
寿
経
』
の
三
忍
を
挙
げ
、
「
柔
順
忍
、
慧
心
柔
軟
に
し
て
真
理
に
随
順
す
る
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
。
⑲
同
右
、
一
三
六
三
中
、
『
仁
王
経
』
の
「
五
忍
」
に
つ
い
て
解
説
し
、
「
三
に
順
忍
、
四
地
よ
り
六
地
の
間
に
て
菩
提
の
道
に
順
じ
て
無
生
の
果
に
趣
向
す
る
位
に
名
つ
く
。
四
に
無
生
忍
、
七
地
よ
り
九
地
の
間
に
て
諸
法
無
生
の
理
に
悟
入
す
る
位
に
名
つ
く
」
と
十
地
に
順
柔
忍
と
無
生
法
忍
を
配
し
て
い
る
。
⑳
大
正
八
、
三
七
五
中
。
「
薩
婆
若
是
声
聞
辟
支
仏
智
」
。
⑳
同
右
、
三
七
五
中
。
コ
切
名
所
謂
内
外
法
。
是
声
聞
辟
支
仏
能
知
」
。
⑫
註
⑫
参
照
。
㊧
大
正
八
、
三
七
五
中
。
「
道
種
智
是
菩
薩
摩
訶
薩
智
」
。
⑳
同
右
、
三
八
一
上
。
「
先
遍
学
二
諸
道
二
然
後
入
二
菩
薩
位
↓
亦
未
レ
得
二
一
切
種
智
一而
先
生
二
金
剛
三
昧
鱒
爾
時
以
二
一
念
相
応
慧
鱒
得
二
一
切
種
智
↓
⑳
『大
品
般
若
経
』
「
偏
学
品
」
大
正
八
、
三
:
1
下
。
『大
智
度
論
』
巻
第
八
十
四
、
大
正
二
十
五
、
六
四
九
上
。
「
道
種
智
是
諸
菩
薩
摩
訶
薩
智
。
道
有
二
四
種
幻
一
者
人
天
中
受
二
福
楽
道
鱒
。
所
謂
種
二福
徳
幻
并
三
乗
道
為
レ
四
。
云
々
」
⑳
『
大
品
般
若
経
』
「
偏
学
品
」
大
正
八
、
三
:
1
下
～
三
八
二
上
「
菩
薩
学
二
是
道
種
智
一
已
。
入
二
衆
生
深
心
相
司
入
已
随
二
衆
生
心
一如
応
説
法
所
言
不
レ
虚
。
何
以
故
。
是
菩
薩
摩
訶
薩
善
知
二
衆
生
根
相
鱒
知
二
一
切
衆
生
心
心
数
法
生
死
所
趣
ご
『
大
智
度
論
』
巻
第
八
十
四
、
大
正
二
十
五
、
六
四
九
上
。
「
菩
薩
応
レ
具
二
足
一
切
道
ゆ
以
二
是
道
一化
二
衆
生
幻
雖
レ
出
二
入
是
道
一未
下
教
二
化
衆
生
一
浄
中
仏
国
土
上
而
不
γ
取
レ
証
。
具
二
足
是
事
一
已
然
後
坐
一
道
場
一
乃
取
レ
証
。
是
故
須
菩
提
。
道
種
智
是
菩
薩
事
」
⑳
註
⑳
参
照
。
⑱
『
大
品
般
若
経
』
「
六
喩
品
」
大
正
八
、
三
九
〇
下
～
三
九
一
上
。
「仏
告
二
須
菩
薩
鱒
諸
須
陀
沍
若
智
若
断
。
是
名
二
菩
薩
忍
司
斯
陀
含
若
智
若
断
。
是
名
一菩
薩
忍
一り
阿
那
含
若
智
若
断
。
是
名
二菩
薩
忍
幻
阿
羅
漢
若
智
若
断
。
是
名
二
菩
薩
忍
鱒
辟
支
仏
若
智
若
断
。
是
名
二菩
薩
忍
司
是
為
7異
。
須
菩
提
。
菩
薩
摩
訶
薩
成
二
就
是
忍
殉
『
大
品
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
菩
薩
の
無
我
勝
二
切
声
聞
辟
支
仏
↓
住
二
是
報
得
無
生
忍
中
↓
行
二
菩
薩
道
一能
具
二足
道
種
智
鱒
⑳
大
正
八
、
三
七
五
下
。
コ
相
故
多
二
切
種
智
鱒
所
謂
一
切
法
寂
滅
相
L
⑳
同
右
、
三
七
五
下
。
「
復
次
諸
法
行
類
相
貌
。
名
字
顕
示
説
仏
如
レ
実
知
。
以
レ是
故
名
二
一
釖
種
智
一ゆ」
⑳
大
正
二
十
五
、
巻
第
二
十
七
、
二
五
八
下
～
二
五
九
上
。
「
有
人
言
総
相
是
一
切
智
。
別
相
是
一
切
種
智
。
因
是
一
切
智
。
果
是
一
切
種
智
。
略
説
一
切
智
。
広
説
一
切
種
智
。」
⑫
大
正
八
、
三
七
五
下
。
「
須
菩
提
白
レ
仏
言
。
世
尊
。
一
切
智
道
種
智
一
切
種
智
。
是
三
智
結
断
有
二
差
別
一有
レ尽
有
〆
余
不
。
仏
言
。
煩
悩
断
無
二
差
別
⑩
諸
仏
煩
悩
習
一
切
悉
断
。
声
聞
辟
支
仏
煩
悩
習
不
二
悉
断
ご
同
三
七
六
上
、
「
是
三
毒
習
諸
仏
無
レ
有
。」
⑬
同
右
、
二
二
三
下
。
⑭
例
え
ば
、
コ
ニ
慧
品
」
に
お
い
て
は
、
前
述
の
通
り
(
註
㈱
)
、
声
聞
縁
覚
の
一
切
智
は
、
煩
悩
の
断
の
み
で
あ
る
が
、
仏
の
一
切
種
智
は
、
煩
悩
の
断
を
、
そ
の
習
気
の
断
が
見
ら
れ
る
と
い
う
ご
と
き
記
述
で
あ
る
。
⑳
大
正
八
、
二
二
八
上
。
⑳
同
右
、
二
三
九
中
。
⑰
同
右
、
三
:
1
中
。
⑳
大
正
二
十
五
、
二
五
八
中
。
⑳
大
正
八
、
三
:
1
下
。
二
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
⑳
同
右
、
四
〇
三
上
。
⑳
大
正
二
十
五
、
六
四
九
上
。
⑫
大
正
八
、
三
九
〇
中
～
下
。
⑬
同
右
、
三
四
一
中
。
⑭
大
正
二
十
五
、
二
六
三
下
。
⑮
同
右
、
二
六
四
中
。
⑯
大
正
八
、
二
五
七
上
、
下
。
⑰
大
正
二
十
五
、
二
七
三
中
。
鰺
大
正
八
、
三
九
一
上
。
⑲
同
右
、
三
九
六
中
。
⑳
同
右
、
四
一
〇
下
。
二
四
⑪
大
正
二
十
五
、
二
六
二
上
。
⑫
同
右
、
二
六
二
上
。
⑬
同
右
、
二
六
三
下
。
⑭
大
正
八
、
三
九
〇
下
。
⑮
同
右
、
三
九
〇
下
。
⑯
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
、
第
一
九
巻
、
〔
一
三
1
-
四
-
三
〕
～
〔
=
二
一
-
四
ー
四
〕
⑰
大
正
八
、
三
八
八
上
。
$
大
正
二
十
五
、
二
七
六
上
。
⑲
同
右
、
二
六
四
上
。
⑳
同
右
、
六
三
〇
中
。
(
文
学
部
専
任
講
師
)
